
令和２年３月９日（月）～令和２年３月１５日（日）〔令和２年第１１週〕の感染症発生状況 

第１１週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 2)感染性胃腸炎 3)インフルエンザでした。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．０５人と前週（４．４６人）から横ばいで、例年並みのレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．４１人と前週（３．７０人）から減少し、例年より低いレベルで推移しています。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は２．０３人と前週（５．１５人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

 

 

  

 

     

   

  

 
     

        

       

今、何の病気が流行しているか！

第１１週報告数第２位

第１１週報告数第１位
お子さんや妊婦さんの対策～新型コロナウイルス感染症～ 

新型コロナウイルス感染症の報告は国内では成人が大部分を占め、小児の割合

は１０歳未満１．０％、１０歳代０．７％（令和２年３月９日現在）と、中国の

報告と同様にごくわずかです。中国では、小児が重症化した事例は現時点では報

告されておらず、胎盤を通して母子感染が認められた事例もありません。また、

小児や妊娠されている方では、そのほとんどが御家族からの感染でした。 

 お子さんや妊婦さんを守るためにも、御家族が罹患しないように注意すること

が重要です。 
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一般的な感染症対策と同様です。 
 
✓ 手洗いの徹底  
✓ 咳エチケット  
✓ 発熱や咳などの症状がある方との不必要 

な接触を避ける  
✓ 人混みを避ける  

※人混みなどに出る場合は、飛沫感染を防ぐためマスクを
付けましょう。

《屋外での遊び》 
・風邪症状（のどの痛み、咳、発熱など）がある時は、外 

出を控える。  
・よく触れる場所を触った後は手洗い  
・飲食の前にも手洗い 
 
《屋内での遊び》  
・本人や御家族に風邪症状がないことを確認  
・周囲に明らかな感染者や高齢者、基礎疾患のある方など 

がいないことを確認  
・少人数である。  
・保護者同士の了解が得られている。  
・よく触れる場所を触った後は手洗い  
・飲食の前にも手洗い 

 妊婦さんが３７．５℃以上の発熱や倦怠感などの
症状が続く場合には、川崎市新型コロナウイルス
感染症コールセンター＊又はお住まいの区の帰国
者・接触者相談センターに御相談ください。 

妊婦さんの感染対策 お子さんが遊ぶ際に気を付けるポイント 

＊川崎市新型コロナウイルス感染症コールセンター 

電話番号：044－200－0730 

受付時間：8 時 30 分～17 時 15 分（土日・祝日も実施） 


